
企業の部 1 

【応募用紙】 
１ 応募者概要 

事 

業 

所 

名  称 

（ふりがな： たけまつしょうじかぶしきがいしゃ ） 

武松商事株式会社 

代表者役職・氏名 代表取締役 金森和哉 従業員数 ２３１名 

所 在 地 
〒２３１－８５４５ 

横浜市中区山下町１０５番地 

ホームページアドレス https://www.takematsu.co.jp/ 

事業開始年月 １９７６年（昭和５１年）５月 
環境への取組を 

開始した年月 

地域清掃 ：2006年1月 

ｴｺｱｸｼｮﾝ21：2009年8月

事業内容 

・一般廃棄物収集運搬業

・産業廃棄物収集運搬業

・引越業務

・一般貨物運送事業

・古紙リサイクル

・養豚事業・食品のリサイクル

・各種廃棄物のリサイクル

・各種金属のリサイクル

・廃棄物に関するコンサルティング・管理業務

・解体業

環境への取組について

過去に受けた表彰等 
横浜市「ハマロード・サポーター」協賛感謝状 

本

社 

名 称 武松商事株式会社 所 在 地 横浜市中区山下町105番地 

総従業員数 ２３１名 資 本 金 ４,８００万円 

２ 環境に対する企業理念の設定、管理体制 

(1) 基本理念・自己宣言等

【企業ミッション】 “いい循環が生まれる その真ん中に。” 

地球規模で環境保全活動が求められている時代において私たちがすべきことは、廃棄物や不用品を単なるゴミと

して処理するだけでなく、リサイクル、リユースの可能性を追求し循環型社会のチカラになること。 

その先に見据えているのは、人、企業、社会、そしてこの星の幸せな未来です。 

企業や個人のお客様の多岐に渡る回収ニーズに応える多種多様な車両に、各種リサイクル工場、横浜における 

リユース活動の拠点を目指すエコクル・ファクトリー。

こうしたハード面の強化に、Takematsu ならではのアイデアをプラスすることで、他では「できない」ことにも

果敢にチャレンジしていく。“いい循環が生まれる、その真ん中に。”

横浜の地域密着型の企業として、Takemastuは、横浜がこの星に誇れる企業になります。

【環境方針】 ※資料(1)「環境方針」ご参照 

《環境理念》 

当社は、環境との調和を最重要課題の一つとして捉え、循環型社会形成に貢献するための技術研究および商品 

開発に努めるとともに、環境へのやさしさを優先して環境保全活動を推進してまいります。 

《行動指針》 

武松商事は、自らの事業活動が環境に与える負荷の度合いを的確に認識し、自主的、積極的、かつ継続的にこれ

らを低減してまいります。 

１．二酸化炭素(CO2)排出を削減します。 

提出いただいた応募書類（定款等、役員名

簿、収支書類を除く）は、活動内容紹介の

ため、ホームページ上に公開します。 
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・収集運搬車両、重機、営業用車両の燃料を節約

・事務所、工場内の電気、ガス使用量を節約

２．上水使用量を削減します。 

３．自社より排出する廃棄物を削減します。 

４．取り扱う廃棄物のリサイクル量を向上します。 

５．全従業員に周知徹底します。 

６．環境関連法規等を遵守します。 

７．グリーン購入を推進します。 

８．科学物質の取扱い管理を徹底します。 

(2) 環境マネジメントシステム関連

取組等の名称 詳 細 内 容 

ア 認証等

エコアクション２１ 2009年 7月 25日、「エコアクション２１」の認証取得に向け 

「キックオフ宣言」を発出。8月より着手。 

※資料(2)「キックオフ宣言文」ご参照

2010年 4月 28日、初回認証・登録 

以降、毎年更新審査を受検。 

2020年 4月 28日、第 9回更新（10年継続認証登録）達成。 

イ 組織体制

組織・責任権限明確化 2009年 8月 1日、環境に配慮した企業活動推進のために、「環境  

経営システムに関する責任・権限通知」を発出。以降、対象部門

を拡大し現在に至る。 

※資料(3)「実施体制（責任権限通知）」

資料(4)「実施体制（組織体制図）」ご参照

ウ チェック

機構

環境経営マニュアル 産業廃棄物処理業者向けガイドラインに基づき、その要求事項に 

適合した環境経営システムを構築、運用するために、「環境経営

マニュアル」を制定。

※資料(5)「環境経営マニュアル」ご参照

マネジメントレビュー

（取組状況確認・評価）

環境目標の達成・活動状況の確認と評価を定期的に実施。年 1回  

とりまとめを行い代表者へのマネジメントレビューを実施。 

※資料(6)「マネジメントレビュー報告書」ご参照

緊急事態時対応 広義の環境負荷軽減策の一環として、各サイト別に「緊急事態 

対応手順書（火災発生、地震発生、車輛火災等）」を策定。 

※資料(7)「緊急事態対応手順書（抜粋）」をご参照

緊急事態訓練（防災訓練） 合わせて緊急事態発生時または緊急事態対応訓練時に「緊急事態 

報告書」による予防・再発防止について点検・チェックの仕組み

を構築。 

※資料(8)「緊急事態報告書（抜粋）」をご参照

環境関連苦情・要望対応 環境に関わる社外からの苦情や要望に対する処理手順を策定 

※資料(9)「環境関連苦情・要望等処理手順書」をご参照

環境関連社内提案促進 社員等から改善提案等があった場合の手順を策定 

※資料(10)「環境関連社内提案手順書」をご参照

職場巡回パトロール実施 作業安全・環境点検目的で職場巡回を定期的実施 

エ その他の

取組

従業員への教育機会づくり 

（安全衛生等を含む） 

①安全大会（年 1回）（ドライバー編、工場編）

②職場別交通安全ミーティング（各４半期１回）

③入社ガイダンス（雇入れ時教育）（都度）

※資料(11)「さまざまな教育機会」ご参照

従業員への参画意識醸成 社内報を通じた従業員および家族への事業活動共有（月刊） 

※資料(12)「社内報おーちゃん通信」ご参照

グリーン購入推進 事務消耗品を中心とした消耗品のグリーン購入を積極的導入 

(3) 取組結果等の公表・広報

・エコアクション２１認証規格に基づく「環境活動レポート」を毎年作成。エコアクション２１中央事務局を

通じてレポートを公表。

・毎月の地域清掃活動、不定期イベント等については、ホームページ＞新着情報《エコハマだより》に掲出。

※資料（13）清掃活動のホームページ掲出例
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３ 環境に配慮した製品や技術開発、サービス等の提供・導入 
製品・技術・サービス 

などの名称 
詳 細 内 容 

多種多様な車両、分別用

ごみ袋の導入 

食品リサイクルや一時多量ごみ対応を含めた、廃棄物の資源化・減量化促進のため

の多種多様な車両を導入。 

ごみの種類別の専用のごみ袋（リサイクル品）を使用しごみの分別を促進。 

※資料（14）「多種多様な車両、分別用ごみ袋の導入」

低公害車の導入 環境に配慮したハイブリッド車の導入を進めています。 

リユース事業

“エコクル”

企業・家庭から排出される粗大ごみ・不用品の買取回収サービスおよび買取した  

不用品をリユース品として国内外市場へ再流通させるサービスを提供。 

不用品を単なる廃棄物として処理（焼却・埋め立て等）するのではなく、リユース

品として市場に還元することによって、国内の廃棄物の減量化を目指す。また、  

発展途上国等にリユース品を届けることにより、幾分かの経済支援にも貢献。 

サービス名を“エコクル”（いまくる、すぐくる、リサイくる）と命名し、収集運搬

車両もマスコットキャラクターを入れた明るく、親しみのあるデザインにラッピン

グ。

2019 年 8 月に金沢区鳥浜町に新たなリユース事業拠点「エコクルファクトリー」

（敷地面積 500坪）を開設。

賛同いただいた顧客の協力により、顧客店頭にて「出張不用品買取」も実施。

粗大ごみや不用品の扱いに悩まれていた市民の皆様に、安易にごみ（廃棄物）に

せず、気軽にご利用いただけるサービスとしてお役に立てるよう努めています。

※資料(15)「リユース事業拠点「エコクルファクトリー」および出張不用品買取」 

ご参照

アップサイクル事業 収集した廃素材をごみとして処理するのではなく、機能性やデザイン性を加え、  

新たな商品価値を付加し市場への還元を目指す。当社担当者（デザイナー）が自作

するだけではなく、社内常設施設または社外イベント会場等でワークショップ形式

“アップサイクル工房”でアップサイクル品を試作してもらう機会も提供。子供達

や市民の皆さんにもワークショップを通じて、安易にごみ（廃棄物）にしない、 

捨てる物に新しい価値を付加し再利用できることを体験していただく。 

直近では、生徒・学生の社会体験・修学機会のひとつとしてお問合わせ・ご相談が

増えてきています。 

※資料(16)「アップサイクル事業」ご参照

４ 事業活動において環境に配慮している取組、社会貢献活動 

※取組や活動を開始した年度も記載してください。

取組・活動等の名称 詳 細 内 容 

(1)省エネ・CO2

排出量削減の

取組

※①～⑤

2009 年頃開始

①電力使用量節減 ・冷暖房の管理 ・PC、プリンタをまめにスイッチオフ

・待機電力の削減 ・プレス機の空回しに注意をする

・つけっ放しをなくす ・破砕機への投入量の調整

・不要な場所の電源を落とす

・従業員使用箇所の電気をこまめに消す

②車両・重機燃料節減

（軽油）

・適正な車両清掃及び整備

・タイヤの空気圧を適正にする

③車両燃料節減

（ガソリン）

・作業の効率化 ・公共交通機関を積極的に利用

・エコドライブの運転の実施・意識づけ

（長年エコドライブマイスター資格取得を奨励）

④都市ガス使用量節減 ・作業の効率化

⑤水資源投入量節減 ・出しっ放しにしない ・食器の洗浄は、まとめ洗いをする
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（水使用量） ・清掃時の節水を心がける ・洗車方法の工夫、洗車機を使う

・散布量の節水 ・リサイクルカート洗浄での節水

・洗車時 バケツの利用 ・搬入に合わせた散布量の調整

(2)廃棄物削減の

取組

※①～②

2009 年頃開始

③ 2010 年頃

④ 2018 年頃

①再資源化率向上

（自社排出廃棄物）

・文書のデータ化（ペーパーレス化）

・リサイクル可能ごみの種類把握 ・可燃とプラスチックの分別

・廃棄物の分別徹底・強化 ・選別の声がけ・指示だし

②再資源化率向上

（受託廃棄物）

・受託した産業廃棄物の分別の徹底（機械選別・手選別）

・リサイクル資源の再資源化（発泡ｽﾁﾛｰﾙ再生、食品ﾘｻｲｸﾙ含む）

③リユース品の積極

回収・再利用促進

・事業系・家庭系の不用品の積極的買取・回収

・従前廃棄物として扱われたものをできるだけ不用品として買取

・収集した不用品をリユース品として国内外市場に再流通

④アップサイクルへの

取組み

・収集した廃素材をごみとして処理するのではなく、機能性やデザ

イン性を加え、新たな商品価値を付加し市場への還元を目指す。

(3)生物多様性

保全等の取組
バイオ燃料の使用 

・ユーグレナ由来のバイオ燃料を使用することにより、ＣＯ2の排出 

削減を目指します。 

(4)社会貢献活動

①地域美化支援 ・地域清掃活動：自社拠点近郊の地域を定期的に清掃（ごみ拾い）

毎月 1回定期的に実施。2006年 1月より 2020年 10月で第 150回

を重ねる。

※資料(17)「地域清掃活動」

②地域イベント参画 ・地域企業・商店街等主催のイベントに参加し、不用品回収受付や

アップサイクル工房（工作教室）を開催。環境保全啓蒙活動実施。 

・地元を代表するサッカーチーム「横浜ＦＣ」との「エコパートナ

ー」契約に基づき、「横浜ＦＣ」主催の環境保全活動に協働。

※資料(18)「地域イベント参画」

③フードバンク支援 ・フードロス削減への取組みを行う NPO 法人への支援（寄付金、

イベント共催、保管倉庫無償貸与など）

５ 成果を上げている取組や先駆的・模範的な取組・事業 

取組や事業の名称 詳 細 内 容 

業種イメージ刷新 当社は環境負荷軽減のために“３Ｒ活動”を広く市民の方にご理解いただくことが重要

と考えています。これまで“地味なイメージ”または“３Ｋ”ととられがちであった 

廃棄物処理・リサイクル事業（業種）をもう少し身近で親しみのある事業として認知  

いただき、廃棄物の削減やリサイクル、リユースに少しでも関心を持っていただきたい

と思って下記のような取組みを行っており、当社のお客様、お取引様、市民の方からも

好意的なご感想を頂戴しています。 

①収集運搬車両のデザイン一新

市民の方の目に触れる機会が多い廃棄物収集運搬車両の外装を明るく、親しみのある

デザインに一新中です。

※資料(19)「新デザイン車両」

②積極的な広報活動（テレビＣＭ、ラジオＣＭ、広告看板など）

当社の販売促進、認知度向上が主目的ではありますが、積極的に露出することで業種、  

事業への認知度が高まるものと考えています。

テレビＣＭ：テレビ神奈川、Ｊ－ＣＯＭ

ラジオＣＭ：横浜マリンエフエム（86.1MHz）

広告看板 ：「エコクルファクトリー」「金沢シーサイドライン（3駅）」

「横浜スタジアム」 

※資料(20)「各種広報活動」

アップサイクル 前述の通り、廃素材をごみとして処理するのではなく、機能性やデザイン性を加え、  

新たな商品価値を付加し市場へ還元することを目指す「アップサイクル工房」は、少し

づつ認知され話題にも上げていただくようになっています。 

アップサイクルのワークショップに参加された方、また「アップサイクル工房」を視察

に来られた方から、お褒めの言葉をたくさん頂戴するようになってきました。
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６ 今後の取組・活動方針 

※次年度以降の目標や継続のための取組・活動方針も含めて具体的に記入してください。

※現在活動休止中の場合でも、今後の活動の見込みや方針について御記入ください。

次年度以降も現在の取組みを地道に継続していくことが大事であると考えています。 

当社の環境美化活動の象徴ともなっている「地域清掃活動」も 150回を数え、今後 200回、300回と回を重ね、 

地域の皆様と共存共栄させていただくこと。 

本業であります廃棄物の収集運搬事業、中間処理事業を環境に配慮しながら停滞させることなく運営すること。

新たな不用品を活かす「リユース事業」「アップサイクル事業」をさらに認知いただけるようにすること。 

近年にわかに浸透してきた「ＳＤＧｓ」の取組みにも、廃棄物処理・リサイクル事業者として「何ができる 

のか」を自問自答し、新しいことにもチャレンジしていく所存であります。 

一例として、「バイオマスプラスチック製のごみ袋」の製造・販売等も検討中であります。 

今般の新型コロナウイルス感染症の拡大により、廃棄物処理・リサイクル事業が「エッセンシャルワーカー」 

のひとつとして取り上げられたことも当社の事業価値を見直す良い機会ともなり、全社の意識も変わりつつ 

あります。企業ミッションに掲げました“いい循環が生まれる その真ん中に。”を見える形にする取組みを 

行って参ります。 

７ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、第 28 回は、審査会場でのプレゼンテーション（自己アピール）を実施

しません。審査の参考とするため、最も注目してもらいたい取組・ＰＲポイントについて具体的に記入してください。 

【例】 

●最も注目してもらい・評価してもらいたい取組

●一番成果があがっていると思う取組

●他の企業と異なる強み・独自性

●取組の過程で、どのような努力・苦労があったか  など 

〔リユース事業拠点「エコクルファクトリー」の開設とリユース事業の本格化〕 

個人ご家庭の粗大ごみ回収サービスとしてスタートいたしました「エコクル」サービスを、2019 年 8 月の 

「エコクルファクトリー」開設に合わせ、「リユース事業」として本格化致しました。 

従来、個人ご家庭から排出される「粗大ごみ」は、まだ使用できるにも関わらず「ごみ」として廃棄処分させ

ていただいておりましたが、当社が受け皿を作ることで「不用品（リユース品）」として「ごみにしない」道を

開くことができるのではないかと考え、「不用品」を中古品として買取り、市場に再流通される仕組みを作り  

ました。「不用品」は、これまでの「粗大ごみ」の対象になるものだけでなく、家庭内の生活雑貨やおもちゃや

ぬいぐるみなどの「小物品」も買い取りするようにしています。 

再流通先は国内に留まらず、フィリピンやタイ等にもコンテナ便で送り出しをしており、食器棚やタンス等の

大型箱ものの隙間を利用して小物品も同時に送ることができます。 

このように、「リユース品」として再流通させることで、幾分かのごみの一時的減量化にも寄与すると共に、  

発展途上国等、生活資材を必要とする国・地域に届けることで、双方が「win-win」の関係になり、大きな意味

で当社がその橋渡し役を担っていることになります。 

「エコクルファクトリー」の外壁に「ＳＤＧｓ」をイメージする横 13.7ｍのデザインシートを掲げ、リユース

事業を促進するテレビＣＭも流し、この活動が市民の皆様に浸透し、「安易にごみにしない」「まだ使えるもの

は他の必要とする方へ」という社会風土ができることを願っております。 

３Ｒ活動の延長にある環境保全・環境負荷軽減、さらにはＳＤＧｓにつながる何かを具現化するよう努めてお

ります。 
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環境への取組みを含め、ステークホルダー満足度を高めるため、さまざまな教育・研修機会を設けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全大会（ドライバー編、工場編） 

〔ドライバー編〕講師による安全講義、当社の事故事例をドライブレコーダーで検証・再発防止教育など 

〔工 場 編〕工場作業事例を自社で映像化しＫＹＴ教育など 

〔共    通〕経営トップ訓示、各職場代表者による自作の「安全宣言」発表、無事故表彰など 

入社ガイダンス（雇入れ時教育） 

防災訓練 

作業安全講習 

（エアコン取り外し講習会） 

テーマ別研修（服務規律研修） 

テーマ別研修（法務実務研修） 

資料（11）さまざまな教育機会 
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2018年 4月より社内報（月刊）を創刊し、従業員およびご家族と会社の事業活動について共有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料（12）社内報「おーちゃん通信」 
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資料（13）清掃活動のホームページ掲出例 
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廃棄物の資源化・減量化促進や温室効果ガス削減のためのハイブリッド車両など、多種多様な車両を導入して 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リサイクル率向上のため、また適正な廃棄物処理のために、専用ごみ袋（リサイクル品）を使用し 

ごみの分別を促進しています。 

 

分別用ごみ袋の使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ 

丁 

多種多様な車両群 

資料（14）多種多様な車両、分別用ごみ袋の導入 
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横浜市金沢区鳥浜町にリユース事業拠点として「エコクルファクトリー」を開設（2019年 8月）。 

環境負荷軽減のために、“できるだけごみにしない”活動に積極的に取組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご家庭等で不用になった物を買い取らせていただくことで、ごみの減量化、生活資財の流通に寄与しています。 

お客様の店頭をお借りして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出張不用品買取（相鉄ローゼン様 店舗前） 

資料（15）リユース事業拠点「エコクルファクトリー」および出張不用品買取 
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「エコクルファクトリー」の 2 階に常設施設として、アップサイクル工房を創設。 

収集した廃素材に機能性、デザイン性を加えて新たな商品価値を付加し市場への還元を目指しています。 

合わせて、市民の皆さんや学生・子供たちへ環境について考える機会として「ワークショップ」を開催して 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料（16）アップサイクル事業 

（例） 

・レコード盤から時計 

・着物の帯からトートバック 

などなど工夫次第で新たな価値創造 
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2006年 1月より毎月 1回、横浜市内の各所を選定し、自主的清掃活動を実施しています。 

2015年 12月に 100回目を達成。 

2020年 10月、第 150回目の活動として横浜駅西口北幸エリアの清掃活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料（17）地域清掃活動 

135 2019年4月 4月2日 大岡川周辺
136 2019年5月 5月10日 中華街
137 2019年5月 5月30日 山下公園周辺
138 2019年6月 6月26日 石川町
139 2019年7月 7月30日 横浜駅西口
140 2019年8月 8月29日 天王町
141 2019年9月 9月26日 北幸地区
142 2019年10月 10月30日 赤レンガ　マリン＆ウォーク　
143 2019年11月 11月30日 中華街

2019年12月 雨天中止
144 2020年1月 1月30日 石川町・元町
145 2020年2月 2月27日 新山下

2020年3月 （感染症拡大防止のため中止）

2020年4月 （感染症拡大防止のため中止）

2020年5月 （感染症拡大防止のため中止）

146 2020年6月 6月30日 横浜公園周辺
147 2020年7月 7月28日 中華街
148 2020年8月 8月26日 大岡川周辺

149 2020年9月 9月17日 中華街・石川町・元町
（ＴＶＫ「海ごみゼロウィーク」と協働）

150 2020年10月 10月29日 横浜駅西口北幸エリア
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各種イベントへの参加を通じた３Ｒ啓発活動の実施 

 

① 「2019秋じゃないけど収穫祭」へのブース出展（2019.05.25～26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「横浜ＦＣ エコパートナーＤＡＹ」へのブース出展（2019.08.24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ イセザキ・エコイベントに出展（2019.11.10） 

 

資料（18）地域イベント参画 
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廃棄物処理・リサイクル事業（業種）をもう少し身近で親しみのある事業として認知いただき、廃棄物の削減

やリサイクル、リユースに少しでも関心を持っていただきたいので、市民の方の目に触れる機会が多い廃棄物

収集運搬車両の外装を明るく、親しみのあるデザインに一新中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新デザイン車両 

資料（19）新デザイン車両 
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当社の販売促進、認知度向上が主目的ではありますが、積極的に露出することで業種、事業への認知度が高まる

ものと考えています。 

 

不用品をごみにしないための啓発看板の掲出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「エコクルファクトリー」外壁面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 金沢シーサイドライン駅構内看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料（20）各種広報活動 
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